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第 57 回 全国学童保育研究集会 
2022年 10月 29日（土）・30日（日） 

 

 

 

 

 〇第６分科会「運営主体の変更・多様化す
る学童保育」に参加して 

早いもので自分が学童保育の保護者として関

わっていたのが 14年前になります。 

当時、宗像市学童保育連合会として保護者会

運営でやっていました。 

子ども達を中心において、支援員・保護者で手

を取り合って運営していましたが、行政の方か

ら学童保育に指定管理者制度が導入され、瞬く

間に営利企業が選定されました。今まで連合会

で作り上げてきた 30年間の積み重ねた物が無

くなり、非常に悔しい思いをしました。 

福岡県内でも最近、春日市や直方市等の学童

保育の運営者に営利企業が選定され、今後も更

に増えてくる可能性が高いと思います。 

少しでも歯止めになる策を考えるために第 6

分科会に参加しました。 

実例として、大阪府吹田市とさいたま市の報

告がありました。 

それぞれ学童保育への独自の選定方法があ

り、営利を目的とした企業が入りにくい仕組み

を行政の中で持っているようです。 

 

 

吹田市は、審査基準を委託費の 8割以上 

を人件費としている事や、選定委員に 2名の 

保護者が入っている事等があげられます。 

 さいたま市では、以前企業 3ヶ所の学童保育

が突然閉所になり、市の窓口では、株式会社を

認めない運用に変わった事や、さいたま市の行

政で学童保育の運営基準を持っている事などで

す。 

 どんなに子どもたちが学童保育で充実した生

活を送っていても、保護者の信頼が厚くても、

行政の学童保育に対しての理解がないと営利企

業が入り込んできます。 

 営利企業が入る前に行政が主体となり、学童

保育の運営を子どもたち目線で考えていけるよ

うに、普段から行政との結びつきを強くしてい

く事が重要ですが、行政の意識を変えるのが非

常に難題です。 

 今後としては、営利企業から良識のある団体に

変えていく手立てを考えていく事、又、営利企業

になると福岡県学童保育連絡協議会から脱会し

ていく為、加盟を増やし、子どもたちの生活を守

っていく事が課題だと思いま。 

保護者 OB 香月 洋則 
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福 岡 県 連 協 活 動 報 告 

福 岡 県 学 童 保 育 連 絡 協 議 会 

 

つながろう！！全国研 
開催されました！ 

 

全国からの参加人数は 

４５７５名 
福岡県内の参加人数は 

１１０名 

 
全国研に参加しての感想が届きました。 
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〇子ども理解の視点と 

安心できる関係づくり 

とてもとても充実したこの分科会にしてよか

ったーと思える貴重な時間でした。 

実践報告では一人の子どもを通しての指導員と

のかかわり、他のこども達とのかかわりをみんな

で考えていく中で何を大切にしていくのがいい

のか、どんなかかわりをすれば子どもと信頼関係

を築いていけるのか…意見や質問をたくさん出

し合い、自分の学童の子ども達におきかえて考え

ていく事ができました。 

難しいけど一人一人の子どもの事をきちんと理

解できる指導員でありたいと思いました。 

また、ブレイクアウトルームでは全国研なの

に！！すごい人数の中で、自分の学童の悩みを話

す事ができ、皆さんと一緒に考えてもらうことが

できました。こんなにも有意義な時間を過ごせた

のは世話人の方々ふり方、話の聞き方、まとめ方

のおかげです。その辺がとても勉強になりまし

た。       一枝学童保育クラブ 支援員 

 

 

〇記念講演を聞いて思う 

片足を失って、ベットに横たわる一人の少女。

この写真に、私は衝撃を受けました。フォットジ

ャーナリストの安田菜津紀さんが、戦地ウクライ

ナで撮った一枚でした。 

 他にも、講演で聞きなれない言葉、トラフィッ

クチルドレンの話しがあり、売り買いされた子ど

もたちのことだとわかった時は、心が痛くなりま

した。 

 また、難民となってしまった子どもたちが、教

育も受けられず、暴力や迫害にくるしんでいるこ

とも忘れてはいけないと思いました。 

 地球で実際に起きているこの現実に目を背け

ず、私たちは、知ることから始めなければなりま

せん。この講演を聴いて、世界の子どもたちの未

来が明るく希望を持って生きるには、今どうした

らいいのかを、考えるきっかけとなりました。 

鞍手学童保育自然クラブ 支援員 

 

 

 

全国学童保育連絡協議会 
定期総会を開催しました 

 

2022年 10月 23日、全国連協は東

京都豊島区内で 2022年度（2022年

10月からの１年間）の定期総会を 開

催しました。 

当日は、会場 36名のほか、インターネッ

トを介して、全国 70地点以上から参加が

あり ました。 総会では、2021年度の活

動報告、決算報告が行われ、会計監査報告

を受けた後、いずれも確認され ました。つ

づいて、「学童保育のめぐる現状と課題」を

確認し、今年度の活動方針と予算が承認さ

れました。 

実施状況調査の結果が 

まとまりました 
全国連協は毎年、５月１日現在の学童保育

の実施状況を調査しています（全国すべて

の市町村〈特 別区を含む。以下同〉1,741

市町村を対象とする悉皆（しつかい）調

査）。 市町村は、厚生労働省令「放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準」（以下「省令基 準」）にもとづいて、

学童保育の「最低基準」となる条例を定め

ています。全国連協は 2015年以降、 「省

令基準」で示された「支援の単位」を学童

保育の基礎的な単位として、その数を集計

しています。 今年度もすべての自治体か

ら回答をいただき、調査結果がまとまりま

した。 

 

全国連協のホームペー

ジをご覧ください。 
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○ 楽しく過せる学童保育を目指して 

～子ども・保護者・支援員とのコミュニケーション～ 

石橋裕子（佐賀県連協） 

○ 気になる子どもの理解と対応 中尾正彦（日本文理大学） 

○ リアルしゃべり場 in宗像 福岡ブロック運営委員会 

○ 学童保育の運営を考える 森元茂利（県連事務局長） 

○ 「高学年保育ってどうするの？」 

－高学年保育の知見と子どもの姿から－ 

鍋倉 功（放課後児童支援員・保育士） 

 

    ※チラシは 12月 15日ごろに、皆さんのところに届く予定です。 

第 40回福岡県学童保育研究集会 

 
◆日   時：２０２３年 2月 26日（日） 
                9:40～１６：００ 

◆開催方法：対面・ハイブリッドなど(予定) 
◆参加費  :2,000円 会員外 2,500円 

◆記念講演：「コロナ禍の子どもたち」 

～保健室から見た子どものからだと心～ 

 

 

【講師】中島
なかしま

綾子
りょうこ

さん（文教大学付属小学校 養護教諭） 
              福島県生まれ。日本体育大学体育学部健康学科卒業、 日本体育

大学大学院体育科学研究科博士前期課程修了。子どものからだと 

心・連絡会議、教育科学研究会身体と教育部会等に所属し、子ど

ものからだ心について学んでいる。 

◆分科会：5 分科会 

新型コロナウイルス感染症の発生により、2020 年 2 月 27 日突然

の一斉休校となりました。 

あの時から 3 年・・・成長期の子どもたちのからだと心に、どの

ような変化が起きたのでしょうか。考え合います。 

 

保護者、支援

員、学童保育

関 係 者 と 共

に！！ 
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報告と予告 11―12月 

 １１月 

4日 第 4回役員会 

第 2回研究集会実行委員会 

9日 古賀市出前研修 

11日 玉名市出前研修 

14日 指導員学校第 2回準備会 

15日 朝倉市学童交流会 

18日 筑豊ブロック運営委員会 

２２日 第 3回研究集会実行委員会 

２７日 北九州ブロック会議 

12月 

3日、4日  全国運営委員会 

6日 研究集会臨時実行委員会 

15日 筑豊ブロック運営委員会 

 

2022年も瞬く間に過ぎようとしています！ 

そして、福岡県学童保育研究集会まであと 

2ヶ月余り！3年ぶりの対面での分科会も 

あり、わくわくしてます！ 

 

 

「日本の学童ほいく」 

普及ニュース 

 最近「日本の学童ほいく」誌を拡大しました

と連絡がありました。 

常日頃購読してもらいたい方を探していて、あ

る町の研修会で出会った学童担当の行政職員に

進めたところ、「いいですよ」と気軽に購読をし

てくれたそうです。この機会をきっかけに今後

の行政とのつながりもスムーズに行くのではな

いかと期待を持って接していくそうです。 

周りにまだ購読していない方がいるはずです。

声をかけていきましょう！！ 

全国学童保育連絡協議会が毎年行っている学
童保育の実施状況調査の調査報告をはじめ、
学童保育の現状と課題に関する最新データ、学
童保育に関わる国の法律・補助金・通知、この
１年間の学童保育に関わる政策動向、全国学
童保育連絡協議会の国への要望などを収め
た、最新の資料集です。 

学童保育情報 
２０２２―２０２３ 
Ｂ５判 ・ 304 頁 頒価

1000 円〔税込〕 

福岡県連協まで申し

込みください 


